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ク
リ
ス
マ
ス
を
運
ぶ

主
教
　サ
ム
エ
ル
　大
西
　修

　

毎
年
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
が
何
一

つ
と
し
て
同
じ
ク
リ
ス
マ
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
が
置
か
れ
て
い
る
今
日

の
状
況
に
よ
っ
て
、
受
け
止
め
方
が
違
う

か
ら
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
毎
年
新
鮮
な

思
い
を
も
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
て
い

る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

世
の
中
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
年
ご
と
に
早

く
な
っ
て
お
り
、
降
臨
節
よ
り
１
カ
月
も

マ
ス
）
が
そ
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。

　

最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
暗
闇
の
中
で
、

ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
と
家
畜
た
ち
に
よ
っ
て

祝
わ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
夜
空
に
響
く

天
使
の
歌
声
を
聞
い
て
や
っ
て
来
た
、
当

時
の
社
会
で
は
最
下
層
の
羊
飼
い
た
ち
、

さ
ら
に
は
遠
く
異
邦
の
地
か
ら
星
の
導
き

に
よ
り
、
命
を
懸
け
て
は
る
ば
る
や
っ
て

来
た
、
占
星
術
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
祝

わ
れ
ま
し
た
。

 

「
民
全
体
に
与
え
ら

れ
る
大
き
な
喜
び
」

の
出
来
事
、
そ
れ
は

救
い
主
と
し
て
の
キ

リ
ス
ト
が
、
こ
の
世

に
生
き
る
す
べ
て
の

人
々
に
、
真
の
平
和

と
自
由
と
解
放
と
を

も
た
ら
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
、
生
き
る
意
味
、
生
き
る
喜
び
を

与
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

ま
ず
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
餐
に
あ
ず
か

り
、
羊
飼
い
た
ち
や
占
星
術
の
学
者
た
ち

の
よ
う
に
、
こ
の
喜
び
の
出
来
事
を
人
々

に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
、
運
ん
で
い
く
こ

と
が
、
わ
た
し
た
ち
に
託
さ
れ
た
大
切
な

使
命
で
す
。

（
お
お
に
し　

お
さ
む
・
大
阪
教
区
主
教
）

前
か
ら
始
ま
り
、
12
月
25
日
に
は
終
わ
り

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
は
本
家
本
元
の
ク
リ

ス
マ
ス
ま
で
こ
の
世
に
後
れ
を
と
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
錯

覚
す
ら
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
教
会
暦
が

そ
う
し
た
中
で
降
臨
節
の
４
つ
の
主
日
を

準
備
の
時
と
し
て
置
い
て
い
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
が
す
で
に
２
０
０
０
年
前
に
こ

の
世
に
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と（
ご
降
誕
）

に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
起
こ
っ

た
の
か
、
や
が
て
再
び
お
い
で
に
な
る
こ

と
（
ご
再
臨
）
に
よ
っ
て
何
が
起
こ
る
の

か
に
思
い
を
こ
ら
し
て
黙
想
す
る
こ
と

は
、
神
の
ご
計
画
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
出

来
事
と
し
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
大

切
な
準
備
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
、
世
の
中
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
終
わ
り
か

ら
始
ま
り
、
１
月
６
日
の
顕
現
日
ま
で
続

き
ま
す
。
神
の
ご
計
画
の
時
が
満
ち
て
、

ひ
と
り
の
幼
子
が
神
の
御
子
と
し
て
、
大

半
の
人
々
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
ベ
ツ

レ
ヘ
ム
の
む
さ
く
る
し
い
家
畜
小
屋
の
中

で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
、
感

謝
賛
美
の
ミ
サ
（
聖
餐
式
）
を
お
さ
さ
げ

す
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
の
ミ
サ
（
ク
リ
ス
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本
日
こ
こ
に
、
大
阪
教
区
第
113

（
定
期
）
教
区
会
開
催
に
あ
た
り

ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
８
カ

月
を
経
た
今
も
な
お
復
興
に
ほ
ど

遠
く
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
４
度

目
の
冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

被
災
地
の
方
々
、
と
り
わ
け
福
島

第
一
原
発
事
故
に
よ
る
目
に
見
え

な
い
放
射
能
汚
染
の
危
機
に
曝
さ

れ
て
い
る
方
々
を
覚
え
、
ま
た
日

本
聖
公
会
で
も
支
援
活
動
が
今
も

地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

覚
え
て
祈
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
聖
公
会
（
管
区
）

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
の

働
き
は
、
昨
年
７
月
か
ら
「
い
っ

し
ょ
に
歩
こ
う
！
パ
ー
ト
Ⅱ
」
と

し
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

聖
公
会
と
し
て
は
「
原
発
と
放
射

能
に
関
す
る
特
別
問
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
東
北
教
区
と
し
て
は
被

災
者
支
援
室
「
だ
い
じ
に・東
北
」

を
設
置
し
、
今
後
も
活
動
は
継
続

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

を
表
明
し
た
い
も
の
で
す
。

10
月
20
日
（
月
）
～
23
日
（
木
）、

日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
30
周
年
記

念
大
会
が
韓
国
の
済
州
島
で
主
題

「
生
命
・
正
義
・
平
和
～
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
聖
公
会
の
役
割
～
」

の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
両
聖
公
会

の
全
主
教
、
聖
職
・
信
徒
約
90
人

が
集
い
、
充
実
し
た
４
日
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
日
韓
聖
公
会
の
宣

教
課
題
は
、
大
阪
教
区
に
と
っ
て

も
大
変
身
近
で
重
要
な
も
の
で
す
。

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
、
聖
公
会
生

野
セ
ン
タ
ー
の
働
き
は
、
今
後
教

区
の
働
き
の
中
に
も
う
一
度
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
在
日
の
問
題
は
平
和

の
問
題
、
人
権
の
問
題
で
あ
り
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
に
対
し
て
は
っ
き
り
「
Ｎ

Ｏ
！
」
と
叫
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

10
月
28
日
（
火
）
～
30
日
（
木
）、

管
区
主
催
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
が

「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
人
権
」
の

東
北
教
区
い
わ
き
市
小
名
浜
で

の
「
聖
テ
モ
テ・ボ
ラ
ン
テ
イ
ア・

セ
ン
タ
ー
」
の
働
き
に
当
教
区
か

ら
出
向
し
て
い
る
木
村
幸
夫
司
祭

（
退
職
）
は
、
原
発
被
災
地
域
か

ら
小
名
浜
に
移
転
し
て
き
た
人
々

の
仮
設
住
宅
で
支
援
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
来
年
6
月
に
は
そ

の
任
を
現
地
の
人
々
に
引
き
継
ぎ
、

帰
阪
さ
れ
ま
す
。
大
阪
教
区
と
し

て
は
こ
れ
か
ら
も
支
援
の
絆
を
し

っ
か
り
保
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

５
月
27
日
（
火
）
～
29
日
（
木
）、

日
本
聖
公
会
第
61
（
定
期
）
総
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
報
告
と
41
に
及
ぶ
決
議
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
各
教
会
に

送
付
さ
れ
て
い
る
決
議
録
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。６

月
20
日
（
金
）
～
23
日
（
月
）

の
沖
縄
週
間
に
は
、「
沖
縄
の
旅

２
０
１
４
」
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
の
平
和
の
た
め
に
、
辺
野

古
へ
の
基
地
移
転
に
反
対
の
意
思

主
題
の
も
と
に
横
浜
で
開
か
れ
、

狭
山
事
件
の
学
び
、
川
崎
の
在
日

韓
国・朝
鮮
人
の
町
桜
本
、
日
雇

い
労
働
者
・
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た

ち
が
生
活
す
る
寿
町
、
関
東
大
震

災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
現
場
へ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
難
民
支
援
の

働
き
を
見
聞
し
た
り
、
東
京
入
国

管
理
局
な
ど
を
訪
れ
て
研
修
の
時

を
も
ち
ま
し
た
。

大
阪
教
区

昨
年
12
月
２
日
（
月
）、
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
奥
村
貴
充
執
事
の
司

祭
按
手
式
を
聖
贖
主
教
会
で
行
い
、

２
０
１
４
年
４
月
１
日
付
で
同
教

会
牧
師
に
任
命
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
付
で
ヤ
コ
ブ
義
平

雅
夫
執
事
を
大
阪
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
牧
師
補
、
桃
山
学
院
中
高
チ
ャ

プ
レ
ン
に
任
命
、
ま
た
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ
成
岡
宏
晃
聖
職
候
補
生
に

東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
勤
務
を

命
じ
ま
し
た
。

５
月
５
日
（
月
）、
ジ
ョ
イ
千

松
清
美
執
事
、
ヨ
ハ
ネ
古
澤
秀
利

執
事
、
ヤ
コ
ブ
義
平
雅
夫
執
事
の

司
祭
按
手
式
を
主
教
座
聖
堂
（
川

口
基
督
教
会
）
で
行
い
、
９
月
１

日
付
で
各
々
の
教
会
の
牧
師
に
任

命
し
ま
し
た
。

７
月
９
日
（
水
）、
フ
ィ
ベ
山

上
操
婦
人
伝
道
師
が
103
歳
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
主
の
み
も
と
に
お

け
る
安
息
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

９
月
15
日（
月
／
休
）、第
112（
臨

時
）
教
区
会
が
招
集
さ
れ
、
次
期

主
教
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご

承
知
の
通
り
、
１
回
目
の
投
票
で

司
祭
ア
ン
デ
レ
磯
晴
久
師
の
当
選

が
決
ま
り
、
現
在
は
主
教
被
選
者

と
し
て
、
来
年
４
月
18
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
主
教
座
聖
堂
（
川

口
基
督
教
会
）
で
執
り
行
わ
れ
る

主
教
按
手
式
・
就
任
式
に
向
け
て

準
備
に
入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら「
主
教
選
挙
の
た
め
」

の
代
祷
が
毎
主
日
各
教
会
で
さ
さ

げ
ら
れ
、
共
に
祈
り
を
合
わ
せ
て

き
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
教
区
が
宣
教
の
た
め
に

一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
前
進

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

９
月
28
日
（
日
） 

、
教
区
礼
拝

が
勝
山
の
プ
ー
ル
学
院
中
高
の
清

心
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
５
５
０
人
の
出
席
者
と
共

２
０
１
４
年
11
月
24
日（
月
／
休
）
主
教
座
聖
堂（
川
口
基
督
教
会
）

大
阪
教
区
第

　（定
期
）教
区
会
大
西
主
教
の
開
会
演
説
（
抄
）

113

大
阪
教
区
第

　（定
期
）教
区
会
大
西
主
教
の
開
会
演
説
（
抄
）

113
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に
感
謝
賛
美
の
礼
拝
を
さ
さ
げ
、

９
人
の
合
同
堅
信
式
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
と
喜
び
の
教
区
礼

拝
で
し
た
。

５
年
、
10
年
先
に
向
か
っ
て
、

ど
ん
な
に
小
さ
く
目
立
た
な
く
て

も
、
新
た
な
宣
教
の
歩
み
が
１
つ

で
も
２
つ
で
も
生
ま
れ
る
よ
う
に

各
教
会
で
、
ま
た
隣
接
教
会
間
で
、

そ
し
て
教
区
、
更
に
京
都
教
区
と

の
間
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
昨
年
の
日
本
聖
公
会
宣
教
協

議
会
か
ら
既
に
２
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
年
３
月
の
臨
時
教
区
会
直

後
、
皆
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い

た
提
言
を
、
各
教
会
の
課
題
、
教

区
の
課
題
と
し
て
、
実
現
に
向
け

て
具
体
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
今
最
も
大
切
で
す
。

聖
公
会
が
大
切
に
し
て
き
た
５

つ
の
要
素
を
も
う
一
度
し
っ
か
り

押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
①
宣

教（
ケ
リ
ュ
グ
マ
）～
み
言
葉
を
聴

き
、
伝
え
る
こ
と
。
②
奉
仕
（
デ

ィ
ア
コ
ニ
ア
）
～
世
界
、
社
会
の

必
要
に
応
え
仕
え
る
こ
と
。
③
証

し
（
マ
ル
ト
ゥ
リ
ア
）
～
生
活
の

中
で
福
音
を
具
体
的
に
証
し
す
る

こ
と
。
④
祈
り
、
礼
拝
す
る
こ

と
（
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア
）
⑤
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
交
わ
り
、

共
同
体
と
な
る
こ
と
（
コ
イ
ノ
ニ

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
台
湾
交
流
委
員

会
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年

も
引
き
続
き
両
教
区
の
教
会
に
お

い
て
毎
主
日
、
双
方
の
教
会
名
と

教
役
者
名
を
挙
げ
て
代
祷
を
捧
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

管
財
関
係
に
つ
い
て

３
年
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て

来
た
大
阪
府
下
に
あ
る
教
会
の
納

骨
堂
の
認
可
申
請
手
続
き
は
、
各

教
会
の
ご
協
力
に
よ
り
１
～
２
の

教
会
を
残
し
て
、
終
わ
り
ま
し
た
。

教
区
内
22
教
会
の
不
動
産
の
状

況
調
査
も
財
務
委
員
会
の
管
財
部

門
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
資
料
と

し
て
も
整
理
さ
れ
た
も
の
を
教
会

と
教
区
事
務
所
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
す
べ
て
の
教
会
の
礼
拝

堂
、
会
館
、
牧
師
館
な
ど
の
建
物

の
維
持
管
理
な
ど
に
も
、
意
を
注

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
老
朽
化
の

問
題
や
耐
震
工
事
な
ど
は
急
が
ね

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
信
仰
の

先
達
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な
も

の
を
、
き
ち
っ
と
保
管
し
、
次
の

時
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

恒
例
の
両
教
区
合
同
教
役
者
修

養
会
は
６
月
11
日（
水
）
～
13
日

（
金
）、
京
都
で
開
催
さ
れ
、
教
区

に
つ
い
て
の
学
び
、
合
併
に
つ
い
て

の
熱
心
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

教
役
者
の
１
日
人
事
交
流
も
回

を
重
ね
て
来
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
信
徒
の
交
流
も
教
区
・

伝
道
区
レ
ベ
ル
の
礼
拝
や
集
会
な

ど
で
一
層
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

教
会
奉
仕
者
の
た
め
の
学
び
は

第
五
期
目
（
５
年
目
）
に
入
り
、

京
都
教
区
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館

特
別
出
張
講
座
と
し
て
、「
聖
公

会
の
教
会
問
答
」（
岩
城
聰
司
祭
）、

「
新
約
聖
書
入
門
・
ル
カ
福
音
書

に
聴
く
」（
黒
田
裕
司
祭
）が
隔
週
、

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
を
会
場
に
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
２
０
１
３
年
度
の
教
勢

報
告
を
い
た
し
ま
す
。  

○
教
役
者
数
［
現
職
］
16　

主
教

１　
司
祭
12　
執
事
３

○
同
［
退
職
嘱
託
］
９　

 

主
教
１

　
司
祭
８

○
現
在
信
徒
数　
３
，０
７
３
（
３
，

２
８
０
）

○
現
在
受
聖
餐
者
数　

１
，
６
８

１
（
１
，
９
１
３
）

京
都
教
区
と
の
合
併
を
視
野
に

入
れ
た
教
区
間
協
働
関
係

２
０
１
１
年
の
第
106
（
定
期
）

教
区
会
で
大
阪
・
京
都
両
教
区
の

常
置
委
員
会
が
、
議
案
「
大
阪
教

区
・
京
都
教
区
の
協
働
及
び
合
併

に
関
す
る
検
討
委
員
会
設
置
の

件
」
を
両
教
区
会
に
提
出
し
、
こ

れ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

一
昨
年
の
第
108
（
定
期
）
教
区
会

に
中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
両
教
区
の
信

徒
・
教
役
者
が
一
層
関
心
を
持
ち
、

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
主
教

巡
回
の
折
に
各
教
会
で
説
明
を
し
、

ま
た
委
員
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
の
第

110
（
定
期
）
教
区
会
で
最
終
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
更

に
一
歩
進
ん
だ
形
の
議
案
「
大
阪

教
区
と
京
都
教
区
の
合
併
を
推
進

す
る
委
員
会
設
置
の
件
」
が
提
出

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
両
教
区

で
は
今
教
区
会
で
推
進
委
員
会
の

中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の

先
1
年
間
、
積
極
的
か
つ
建
設
的

な
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
た
上
で
、

来
年
の
定
期
教
区
会
に
お
い
て
最

終
報
告
が
な
さ
れ
、
新
た
な
教
区

合
併
へ
の
道
が
具
体
化
し
て
い
き

ま
す
。

ア
）丁

寧
な
牧
会
を
信
徒
と
教
役
者

が
協
働
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
、

一
人
一
人
が
牧
会
者
で
あ
る
自
覚

を
も
っ
て
役
割
を
担
い
ま
す
。
教

会
の
中
で
は
勿
論
の
こ
と
、
私
た

ち
の
住
む
地
域
社
会
、職
場
、学
校
、

交
友
関
係
の
中
で
丁
寧
な
牧
会
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

連
合
男
子
会
は
創
設
50
周
年
記

念
礼
拝・祝
会
を
９
月
４
日
（
土
）

に
行
い
、
新
た
な
決
意
の
も
と
に

60
年
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

来
年
２
月
24
日（
火
）～
３
月
６

日
（
金
）
の
11
日
間
、
主
教
の
呼

び
か
け
で
教
区
主
催
の
「
新
し
い

聖
地
旅
行
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た

３
月
18
日（
日
）に
は
第
114（
臨
時
）

教
区
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

台
湾
聖
公
会
と
の
協
働
関
係
に
つ

い
て第

3
期
宣
教
協
働
関
係
締
結

最
終
年
の
今
年
４
月
26
日
（
土
）、

台
湾
聖
公
会
創
立
60
周
年
記
念
礼

拝
が
台
中
で
行
わ
れ
、
主
教
を
は

じ
め
と
す
る
訪
問
団
28
人
が
こ
れ

に
参
加
し
、
主
に
あ
る
交
わ
り
を

深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
記
念
礼

拝
の
中
で
第
４
期
宣
教
協
働
関
係

締
結
書
を
交
わ
し
あ
い
、
今
後
一

層
友
好
関
係
の
絆
を
強
め
て
い
く

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）
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○
不
陪
餐
者
教　
５
３
５

○
主
日
礼
拝
出
席
者
数

　
８
５
７
（
９
３
０
）：
現
在
信
徒

数
の
28
％

○
主
日
礼
拝
陪
餐
者
数　

７
４
９

（
７
７
８
）：
現
在
受
聖
餐
者
の

44
％

○
堅
信
式
受
領
者
33

○
聖
洗
式
受
領
者
39

○
逝
去
者
49

上
記
（　
）
内
の
数
字
は
わ
た

し
が
就
任
し
た
２
０
０
８
年
度
の

も
の
で
す
。

一
番
気
が
か
り
な
の
は
現
在
受

聖
餐
者
の
減
少
で
す
。
２
０
０
８

年
の
１
，
９
１
３
人
か
ら
２
０
１

３
年
の
１
，
６
８
１
人
へ
と
6
年

間
で
２
３
２
人
も
減
少
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
の
数
字
は
川
口
基

督
教
会
の
現
在
受
聖
餐
者
数
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

来
年
４
月
以
降
の
人
事
に
つ
い

て
は
聖
職
候
補
生
ペ
テ
ロ
金
山
将

司
神
学
生
が
２
０
１
５
年
３
月
12

日
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
を
卒

業
し
、
４
月
か
ら
教
区
の
現
場
で

勤
務
す
る
予
定
で
す
。

サ
ム
エ
ル
大
西
修
主
教
が
３
月

31
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
、
フ
ラ

ン
シ
ス
趙
鍾
必
司
祭
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
大
阪
教
区
に
お
け
る
宣

第
113
（
今
年
度
定
期
）
教
区
会

は
２
０
１
４
年
11
月
24
日
（
月
／

休
）、
主
教
座
聖
堂
（
川
口
基
督

教
会
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

礼
拝
堂
に
お
け
る
朝
９
時
の
開

会
聖
餐
式
の
後
、
同
教
会
会
館
３

階
ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
た
議
場
に

移
り
、
議
員
資
格
調
査
や
点
呼
な

ど
、
開
会
に
必
要
な
一
連
の
手
続

に
続
い
て
、議
長
（
大
西
修
主
教
）

に
よ
る
開
会
宣
言
。
続
く
開
会
演

説
で
大
西
主
教
は
今
年
の
歩
み
の

全
般
を
網
羅
的
に
ふ
り
か
え
り
、

今
日
に
至
る
東
日
本
大
震
災
の
現

状
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
聖
公
会

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
い
っ
し
ょ
に

歩
こ
う
！
パ
ー
ト
Ⅱ
」、
そ
の
一

環
と
し
て
の
木
村
幸
夫
司
祭
の
働

き
か
ら
始
め
、
日
本
聖
公
会
第
61

（
定
期
）
総
会
（
５
月
）、
沖
縄
週

間
／
沖
縄
の
旅
（
６
月
）、
日
韓

聖
公
会
宣
教
協
働
30
周
年
記
念
大

会
（
10
月
，
於
・
済
州
島
）、
人

権
セ
ミ
ナ
ー
（
10
月
，
於
・
横
浜

界
隈
）
な
ど
、
ま
ず
管
区
レ
ベ
ル

の
動
静
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
当

教
区
に
関
し
て
は
、
聖
職
按
手
を

中
心
に
教
役
者
の
人
事
と
消
息
、

（
１
回
の
投
票
で
選
出
さ
れ
た
）

磯
晴
久
主
教
被
選
者
の
誕
生
、
教

区
礼
拝
（
合
同
の
堅
信
式
）、
京

都
教
区
と
の
教
区
間
協
働
お
よ
び

合
併
推
進
に
向
け
た
動
き
、
日
本

聖
公
会
「
宣
教
協
議
会｣

か
ら
２

年
を
経
た
今
日
に
お
け
る
「
丁
寧

な
牧
会｣
の
実
践
、
３
年
越
し
に

至
っ
て
い
る
各
教
会
「
納
骨
堂｣

の
設
置
許
可
、
教
区
と
特
に
各
教

会
の
土
地
・
建
物
等
の
管
理
・
保

全
・
運
用
に
関
す
る
教
区
レ
ベ
ル

の
管
財
の
新
し
い
働
き
、
講
師
と

受
講
者
に
よ
り
熱
心
に
継
続
さ
れ

て
い
る
「
教
会
奉
仕
者
の
た
め

の
学
び｣

、
連
合
男
子
会
50
周
年
、

台
湾
聖
公
会
と
の
宣
教
協
働
関
係

（
交
流
）、
そ
し
て
、
教
区
会
資
料

に
も
示
さ
れ
た
当
教
区
に
お
け
る

現
在
受
聖
餐
者
数
の
慢
性
的
な
減

少
傾
向
等
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、

新
年
度
に
も
目
を
向
け
来
春
に
予

定
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い
聖
地
旅

行｣

も
展
望
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
ま
だ
４
カ
月
余
の
在
任
期
間

を
残
し
つ
つ
で
す
が
、（
現
職
最

後
の
定
期
教
区
会
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
）
当
教
区
主
教
と
し
て
６

年
に
至
っ
た
年
月
を
顧
み
、
感
謝

の
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
・
議
案
審
議
は
、
昼
食
を

挟
ん
で
、
合
わ
せ
て
実
質
２
時
間
。

続
く
常
置
委
員
の
選
挙
、
会
計
検

査
委
員
の
指
名
等
も
お
お
む
ね
順

調
に
行
わ
れ
、
会
期
は
午
後
５
時

ま
で
の
と
こ
ろ
、
３
時
に
閉
会
し

ま
し
た
。

※
開
会
聖
餐
式
で
献
げ
ら
れ
た
信

施
（
５
万
６
４
２
５
円
）
は
「
主

教
自
由
資
金
」
に
繰
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
（
来
春
に
内
定
し
て
い
る

主
教
按
手
式
・
就
任
式
の
た
め
の

費
用
は
お
も
に
同
資
金
か
ら
拠
出

さ
れ
、
慣
例
的
に
相
当
の
額
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
）。

※
書
記　
司
祭 
林 

正
樹
、
内
海

良
輔
（
川
口
基
督
教
会
）

１　

議
案
審
議
と
決
議

提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
２
つ

で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。《　
》
内
は
提
出
者
。

①
議
案
第
１
号
２
０
１
５
年
度

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

教
協
働
者
の
任
を
終
え
ら
れ
ま
す
。

ウ
イ
リ
ア
ム　
ユ
ー
ワ
ン
・
ヒ

ュ
ー
ム
聖
職
候
補
生
志
願
者
（
川

口
基
督
教
会
）
は
、
２
０
１
５
年

４
月
よ
り
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館

に
入
学
し
３
年
間
学
ぶ
予
定
で
す
。

２
０
１
４
年
11
月
24
日
現
在
、

現
職
教
役
者
は
主
教
１
、
司
祭
16

（
内
出
向
１
）、
聖
職
候
補
生
１
の

合
計
17
人
で
す
。
そ
の
た
め
今
年

同
様
、
来
年
４
月
以
降
も
大
半
の

司
祭
に
兼
任
牧
師
か
管
理
牧
師
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
４
月
１
日
か
ら
新
主
教
着

任
の
18
日
ま
で
、
大
阪
教
区
管
理

主
教
を
京
都
教
区
の
高
地
敬
主
教

が
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
遅
く
と
も
来
年
２
月
初

旬
に
は
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

信
徒
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
足
か

け
７
年
、
大
阪
教
区
７
代
目
の
主

教
の
重
職
を
皆
様
の
お
支
え
に
よ

り
、
何
と
か
果
た
し
、
最
後
の
定

期
教
区
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
開
会

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
主
教 

サ
ム
エ
ル 

大
西　
修
）

第

　（定
期
）教
区
会

　報
告
と
議
案
の
記
録

113
第

　（定
期
）教
区
会

　報
告
と
議
案
の
記
録

113
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日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
一
般
会
計

予
算
（
案
）
承
認
の
件
《
財
務
委

員
会
》
②
議
案
第
２
号
宗
教
法
人

日
本
聖
公
会
尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教

会
の
基
本
財
産
変
更
お
よ
び
貸
付

金
承
認
の
件
《
常
置
委
員
会
》

（
1
）
議
案
第
１
号
２
０
１
５
年

度
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
一
般
会

計
予
算
（
案
）
承
認
の
件

＊
総
額
は
、
前
年
度
比
１
０
０
万

円
増
の
４
２
０
０
万
円
で
す
。
収

入
の
う
ち
、
各
教
会
が
分
担
す
る

教
区
費
の
総
額
は
前
年
度
比
で
同

額
３
８
０
０
万
円
、
収
入
総
額
の

増
額
分
１
０
０
万
円
は
、「
特
別

積
立
金｣

取
崩
の
増
額
（
73
万
円

／
総
額
１
７
３
万
円
）
と
「
臨
時

献
金｣

の
増
額
（
前
年
度
実
績
を

踏
ま
え
27
万
円
）
に
よ
り
賄
わ
れ

ま
す
。

＊
支
出
の
増
額
分
は
お
も
に
「
慶

弔
交
際
費｣

（
25
万
円
増
）、「
年

金
厚
生
費｣

（
21
万
円
増
）、「
事

務
所
費｣

（
15
万
円
増
）、「
職
員

交
通
費｣

（
10
万
円
増
）
で
す
。

一
方
、
教
区
事
務
所
職
員
１
人
の

退
職
に
よ
り
一
時
的
に
専
任
者
が

１
人
と
な
っ
た
た
め
、「
職
員
俸

給｣

（
１
０
２
万
円
余
減
）
と
「
社

会
保
険
料｣

（
36
余
万
円
減
）
は

大
幅
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
専
任
２
人
体
制
の
必
要
性
と

３
月
末
の
予
定
で
す
。
建
築
費
用

総
額
約
２
４
０
０
万
円
に
関
し
て

は
相
当
額
が
自
己
資
金
で
賄
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
１
０
０
０
万

円
を
教
区
の
特
別
会
計
「
建
築
資

金｣

か
ら
借
り
受
け
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
（
無
利
息
，
２
０

１
６
年
か
ら
10
年
間
で
返
済
）。

な
お
、「
建
築
献
金
の
呼
び
か

け
（
募
金
）」
も
近
日
中
に
始
ま

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
議
案
可
決
後
、
同
教
会

牧
師
・
井
上
進
次
司
祭
に
よ
る
感

謝
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
）
と
の
こ
と
。

方
針
は
変
わ
ら
ず
、
ま
た
、
過
渡

的
に
非
常
勤
の
職
員
の
就
任
も
見

込
ま
れ
て
お
り
、
予
算
と
し
て
流

動
的
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）
議
案
第
２
号
宗
教
法
人
日

本
聖
公
会
尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

の
基
本
財
産
変
更
お
よ
び
貸
付
金

承
認
の
件
《
常
置
委
員
会
》

尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
は
、
１

９
８
２
年
、
阪
神
沿
線
（
尼
崎
市

東ひ
が
し

難な
に
わ波
町
）
か
ら
現
在
地
の
阪
急

沿
線
（
南
塚
口
町
）
に
移
転
し
ま

し
た
（
そ
れ
を
機
に
「
尼
崎
聖
公

会｣
を
改
称
）。
移
転
先
で
礼
拝

堂
は
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
牧
師

館
に
つ
い
て
は
、
当
時
そ
の
敷
地

内
に
す
で
に
あ
っ
た
戸
建
住
宅
の

一
戸
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
牧
師
館
が
い
よ
い
よ

老
朽
化
し
て
き
た
た
め
、
同
教
会

は
新
た
に
建
て
替
え
、
併
せ
て
駐

車
場
を
増
設
・
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
一
連
の
手
続
き
を
経
て
、
そ

の
計
画
が
常
置
委
員
会
で
承
認
さ

れ
、
今
教
区
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
礼
拝
堂
正
面
側
（
南
側
）
か

ら
見
て
牧
師
館
を
敷
地
の
左
側
奥

の
方
に
効
率
的
に
配
置
し
（
現
在

は
左
側
手
前
）、
車
12
台
分
の
駐

車
場
が
確
保
さ
れ
ま
す
（
現
在
５

～
６
台
）。
牧
師
館
の
竣
工
は
１

月
末
、
駐
車
場
等
全
体
の
完
成
は

２　

選
挙
と
指
名

常
置
委
員
の
選
挙
、
会
計
検
査

委
員
の
指
名
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

＊
常
置
委
員
（
選
挙
／
任
期
１
年

／
長
以
外
、
五
十
音
順
／
［　
］

内
は
所
属
教
会
／〈 

〉内
は
補
欠
）

・
聖
職　
司
祭 

山
本 

眞
（
長
）、

司
祭 

岩
城 

聡
、
司
祭 

齊
藤 

壹

　
〈
司
祭 

竹
林
徑
一
〉

・
信
徒　
鈴
木
光
子
［
ス
テ
パ
ノ
］、

長
野
泰
信
［
ト
マ
ス
］（
書
記
）、

畑
野
め
ぐ
み
［
マ
ル
コ
］〈
小
池

義
郎
［
マ
ル
コ
］〉

※
委
員
長
、
書
記
は
互
選
に
よ
る
。

※
３
年
連
続
就
任
し
た
こ
と
に
よ

り
被
選
挙
権
の
な
か
っ
た
者
：
司

祭　
磯 

晴
久　
佐
野
信
三［
贖
主
］

※
磯
晴
久
司
祭
は
主
教
被
選
者
と

し
て
、
主
教
に
就
任
す
る
ま
で
常

置
委
員
会
に
陪
席
す
る
。

＊
会
計
検
査
委
員
〔
教
区
主
教
指

名
／
任
期
１
年
／
五
十
音
順
／

［　
］
は
所
属
教
会
〕
江
野
隆
夫

[

ト
マ
ス]

、佐
藤
正
子［
マ
ル
コ
］

以　
上

（『
教
務
局
だ
よ
り
』よ
り
転
載
）

2015年1月17日（土）14時～16時

西宮聖ペテロ教会（聖堂）

阪神・淡路大震災20周年阪神・淡路大震災20周年

どうぞ、どなたでもお越し下さい。
ともに集まり、ともに追悼のときを持ちましょう。

主催　西宮聖ペテロ教会

西宮市郷免町 8-5　電話 0798－33－5438
（阪急神戸線夙川駅より徒歩 7分、
JRさくら夙川駅より徒歩 10分）

追悼の集い追悼の集い

日時

会場

夕の礼拝による「祈りの時」を持ちます。

サムエル  松岡  虔二 司祭
　　　　　（大震災当時の牧師）

※礼拝後は会館にてお茶菓子を用意しています。

内容：

お話：
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連
合
男
子
会
結
成
50
周
年
の
記

念
礼
拝
は
２
０
１
４
年
10
月
4

日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
川

口
基
督
教
会
に
て
約
70
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
。
聖
歌
３
８
９
番

に
よ
り
入
堂
が
始
ま
り
司
式
大
西

修
主
教
、
補
式･

説
教
岩
城
聰
司

祭
、
補
式
齊
藤
壹
司
祭
、
磯
晴
久

司
祭
、
侍
者
小
井
政
善
さ
ん
、
信

徒
奉
事
者
ユ
ー
ワ
ン･

ヒ
ュ
ー
ム

さ
ん
、
豊
川
雅
章
さ
ん
、
奏
楽
辻

彩
乃
さ
ん
に
よ
り
礼
拝
が
行
わ
れ

た
。

説
教
の
中
で
岩
城
聰
司
祭
は

「
先
輩
諸
氏
が
こ
れ
ま
で
残
さ
れ

た
大
切
な
功
績
を
誇
る
こ
と
な
く
、

前
の
も
の
に
全
身
を
向
け
つ
つ
、

神
が
与
え
ら
れ
た
目
標
を
め
ざ
し

て
ひ
た
す
ら
走
る
よ
う
に
神
は
求

め
て
お
ら
れ
る
。
教
会
の
働
き
の

中
心
で
あ
る
皆
さ
ん
の
果
た
す
べ

き
働
き
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い

る
」
と
話
さ
れ
た
。

礼
拝
後
、
長
野
泰
信
さ
ん
の
司

会
進
行
で
、
大
西
修
主
教
に
よ
る

記
念
講
演
と
な
っ
た
。
そ
の
中

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
で
振
り
返
っ
た
。
磯
司
祭
、

松
山
司
祭
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

結
成
50
周
年
記
念
礼
拝
を
終
え
て

ペ
テ
ロ
　鈴
木
憲
二

連合男子会

大
西
主
教
が
「
時
代
の
課
題
を
受
け
止
め
よ
」

岩
城
司
祭
も
「
教
会
の
働
き
の
中
心
に
」と
話
さ
れ
る

い
つ
も
、
社
会
福
祉
法
人
三
光

事
業
団
の
子
ど
も
と
職
員
の
こ
と

を
心
に
留
め
て
、
お
祈
り
の
内
に

加
え
て
頂
き
ま
す
こ
と
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

お
支
え
に
よ
り
、
今
年
も
無
事
降

誕
節
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。三

光
事
業
団
で
は
現
在
、
西
宮

市
と
宝
塚
市
で
次
の
よ
う
な
施
設

の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
児

童
養
護
施
設 

三
光
塾 

」「
幼
児

ホ
ー
ム 

小
松
の
ぞ
み
の
家
」「
地

域
小
規
模
児
童
養
護
施
設　

御
殿

山
ひ
か
り
の
家
」「
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

ひ
か
り
」「
ひ
か
り
保
育
園
」「
西

宮
市
立
鳴
尾
児
童
育
成
セ
ン
タ

ー
」
の
６
つ
の
施
設
で
す
が
、
２

０
１
６
年
４
月
開
設
予
定
の
母
子

生
活
支
援
施
設「
ハ
イ
ム
ひ
か
り
」

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
す
べ
て
の
施
設
が
協
働
し
な
が

ら
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

国
は
来
年
の
４
月
か
ら
「
子
ど

も
子
育
て
新
制
度
」
を
実
施
し
て

「
医
療
、
介
護
、
保
険
」
に
加
え

て
「
子
育
て
」
を
社
会
福
祉
の
柱

に
据
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の

中
心
は
少
子
化
対
策
・
待
機
児
童

対
策
で
あ
り
、
私
ど
も
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
と
家
族
が

直
面
し
て
い
る
深
刻
な
課
題
で
あ

る
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
」
の
予
防

や
防
止
、
子
ど
も
や
そ
の
家
族
へ

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ 

聖
公
会
関
連
施
設
紹
介 

│ 

⑤

子
ど
も
と
家
族
に

　
　
　寄
り
添
う
た
め
に

社
会
福
祉
法
人  

三
光
事
業
団

理
事
長
　マ
ル
コ
　側
垣
一
也

三光事業団本部と
児童養護施設「三光塾」および
幼児ホーム「小松のぞみの家」

の
ケ
ア
な
ど
に
は
全
く
無
関
心
な

状
態
で
す
。
私
た
ち
は
、
施
設
を

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
や
そ
の
家

族
が
「
心
の
安
全
基
地
」
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
常
に

「
子
ど
も
と
家
族
に
寄
り
添
う
」

＝
「
一
緒
に
た
め
息
を
つ
け
る
関

係
」
を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

（
そ
ば
が
き　
か
ず
や
・
川
口
基

督
教
会
信
徒
）

で
「
い
つ
ま
で

も
現
状
維
持
に

満
足
せ
ず
、
変

革
す
る
こ
と
の

大
事
さ
を
感
じ

て
欲
し
い
。
そ

の
時
代
の
困
難
な
課
題
を
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
前
に
進
ん
で
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
お
招
き

し
た
教
区
婦
人
会
の
宇
野
喜
句
子

会
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、「
婦
人
会
を
も
引
っ
張
っ

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
会
場
を
沸

か
せ
ら
れ
た
。
こ
の
あ
と
会
場
を

３
階
に
移
し
、
祝
賀
会
の
一
時
が

宇
野
豊
実
行
委
員
長
の
司
会
で
行

わ
れ
た
。
森
英
雄
元
会
長
の
乾
杯

に
始
ま
り
、
歓
談
の
時
を
も
ち
、
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秋
晴
れ
の
10
月
18
日
（
土
）、

福
音
記
者
聖
ル
カ
日
、
堺
聖
テ
モ

テ
教
会
に
お
い
て
秋
の
修
養
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。『
障
害
あ
る
息

子
と
と
も
に
─
命
の
輝
き
を
語
り

か
け
る
音
色
を
求
め
て
─
』
と
題

し
て
、
講
師
と
し
て
母
親
の
稲
光

宏
子
さ
ん
の
講
演
に
続
き
、
息
子

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
者
の
廣

澤
大
介
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
演
奏
者
赤

川
京
子
さ
ん
達
に
よ
り
、
修
養
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
自
分

た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

い
ろ
ん
な
所
に
障
害
が
出
て
く

る
子
供
を
育
て
る
事
は
、
親
と
し

て
の
人
生
に
泣
き
な
が
ら
も
子
供

の
ス
ナ
オ
さ
に
気
づ
き
、
音
感
の

鋭
さ
に
気
づ
き
、
音
楽
ス
ク
ー
ル

に
通
わ
せ
ま
し
た
。

彼
が
怖
く
て
ま
と
も
に
話
す
事

の
出
来
な
か
っ
た
父
の
前
で
「
僕

は
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
る
」
と

言
っ
た
そ
の
思
い
と
勇
気
は
、
私

の
心
に
強
く
響
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

頑
張
り
始
め
た
バ
イ
オ
リ
ン
、

し
か
し
二
次
障
害
が
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
起
こ
り
ま
し
た
。
５
０
０
曲

覚
え
た
曲
を
一
時
的
に
み
ん
な
忘

れ
て
し
ま
う
等
、
い
ろ
い

ろ
の
症
状
が
発
達
障
害
の

状
況
だ
そ
う
で
す
。
こ
の

症
状
が
奇
跡
の
よ
う
に
良

く
な
ら
れ
、
２
０
０
６
年

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

次
は
大
介
さ
ん
の
演
奏

で
す
。
深
く
暖
か
い
音
色

が
、
特
に
高
音
が
心
に
響

く
音
色
で
、
苦
し
み
を
乗

り
越
え
た
命
の
輝
き
の
音

色
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
け

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
大

介
さ
ん
が
演
奏
を
終
わ
る

に
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
が
障
害

を
持
っ
た
命
が
生
ま
れ
て
来
た
事

に
よ
っ
て
、
茨
ば
ら
の
道
の
人
生

が
始
ま
り
ま
し
た
。

健
常
児
に
追
い
つ
こ
う
と
頑
張

り
、
ま
た
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
に

よ
っ
て
、
３
年
か
か
っ
て
自
転
車

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ド
レ
ミ

フ
ァ
を
覚
え
る
の
に
７
年
か
か
っ

て
と
語
ら
れ
る
お
気
持
ち
に
、
親

子
の
素
晴
ら
し
い
愛
情
の
深
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

父
親
は
怖
か
っ
た
そ
う
で
、
食

事
の
時
お
父
さ
ん
が
一
緒
だ
と
大

介
さ
ん
は
、
お
箸
を
持
つ
手
が
震

え
た
そ
う
で
す
。
家
庭
は
暖
か
い

柔
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
は
ず
な
の
に

氷
の
よ
う
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

努
力
の
末
に
乗
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
自
転
車
で
2
時
間
の
通
学
の

喜
び
の
人
生
を
味
わ
っ
て
い
た
が
、

通
学
中
に
交
通
事
故
に
あ
い
、
泣

き
な
が
ら
歩
い
て
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
つ
ら
い
事
が
あ
れ
ば
『
こ
ん

ち
き
し
ょ
う
』
と
言
え
ば
よ
い
と
、

こ
の
言
葉
は
父
親
よ
り
与
え
ら
れ

度
、
お
母
さ
ん
と
目
を
合
わ
せ
ら

れ
る
親
子
の
信
頼
関
係
に
、
強
く

感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

音
色
に
聴
き
惚
れ
る
皆
さ
ん
の

目
に
は
涙
が
、
ハ
ン
カ
チ
を
目
頭

に
当
て
、
す
す
り
泣
き
さ
れ
て
い

る
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
に
は
「
花
は
咲
く
」
な
ど
、
口

ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う
な
暖
か
な

演
奏
で
し
た
。

神
さ
ま
か
ら
、
大
介
さ
ん
に
与

え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
賜
物
、
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
、
と
の
思
い

一
杯
で
、
出
席
者
１
５
８
人
が
神

さ
ま
に
感
謝
の
一
時
で
し
た
。

（
わ
だ　
み
つ
・
大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ

教
会
信
徒
）

テーマ　「東日本大震災後から3 年に亘る
大切なお働きの報告と共に
今、私達に出来ることは？」

被献日礼拝（聖餐式）
2015年 2月2日（月）午前10時30分

於　聖贖主教会
司式者　サムエル　 大西　修 主教
説教者　クリストファー　 奥村 貴充 司祭

【講演会】　午後 1 時
講　師　ヨハネ　　木村 幸夫 司祭

（小名浜聖テモテ支援センター・現地責任者）

教区婦人会役員会

※この講演会は被献日礼拝後、教区宣教部との共催
で行いますので、男女を問わず万障お繰り合わせ
の上、ご来会下さいますようにお願い申し上げます。
　福島、小名浜のさまざまな現状をお聞きし、また、
質問等も出来るようにと思っています。

教区婦人会

堺
聖
テ
モ
テ
教
会
で「
秋
の
修
養
会
」

マ
ル
タ
　和
田
ミ
ツ

「
障
害
あ
る
息
子
と
と
も
に
」と
題
し

　
　

講
演
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

あ
り
、
抽
選
会
は
女
性
が
圧
倒
的

に
優
位
と
な
り
、
会
が
盛
り
上
が

っ
た
。
こ
の
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
教
区
婦
人
会
、
川
口
基
督

教
会
婦
人
会
に
大
き
な
協
力
を
い

た
だ
き
、
ま
た
会
場
を
提
供
下
さ

っ
た
川
口
基
督
教
会
の
皆
さ
ま
に

感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
の

献
金
５
６
，
０
８
２
円
は
「
小
名

浜･

聖
テ
モ
テ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
働
き
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

（
す
ず
き　
け
ん
じ　
教
区
連
合

男
子
会
会
長
・
尼
崎
聖
ス
テ
パ

ノ
教
会
信
徒
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）
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10
月
20
日
（
月
）
か
ら
23
日

（
木
）
ま
で
、
韓
国
済
州
島
の
聖

イ
シ
ド
ー
ル
・
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
を
会
場
に

日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
30
周
年
記

が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
こ
ん
な
30
年
間
を

振
り
返
り
つ
つ
、
現
在
の
日
韓
両

国
間
に
あ
る
様
々
な
課
題
も
浮
き

彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。
ヘ
イ
ト
・

ス
ピ
ー
チ
に
代
表
さ
れ
る
人
種
差

別
的
・
排
他
的
極
右
運
動
、
軍
事

基
地
化
に
反
対
し
、
生
命・正
義・

平
和
を
求
め
る
様
々
な
活
動
が
紹

介
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
働
き
の
大
切

さ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
４
・
３
平
和
公
園
を
訪
問

し
、
４
・
３
事
件
犠
牲
者
の
追
悼

礼
拝
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
、
済
州
教
会
で
閉
会

礼
拝
を
さ
さ
げ
、
同
声
明
を
採
択

し
散
会
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
、沖
縄・

済
州
島
・
在
日
韓
国
朝
鮮
人
と
い

う
、
一
見
繋
が
ら
な
い
フ
レ
ー
ズ

が
生
命
・
正
義
・
平
和
と
い
う
視

点
で
き
っ
ち
り
と
繋
が
る
こ
と
を

示
唆
さ
れ
、
大
き
な
気
づ
き
学
び

を
得
た
こ
と
で
し
た
。

（
や
ま
も
と　
ま
こ
と
・
大
阪
教

区
常
置
委
員
長
）

念
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
教
区

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
大

会
は
両
聖
公
会
14
教
区
の
主
教
・

司
祭
・
信
徒
合
わ
せ
て
87
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
に
第

１
回
日
韓
聖
公
会
宣

教
セ
ミ
ナ
ー
が
ソ
ウ

ル
で
開
催
さ
れ
て
以

来
30
年
間
、
日
本
聖

公
会
と
大
韓
聖
公
会

は
公
式
な
交
流
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
最
初

の
10
年
間
は
歴
史
を

振
り
返
り
、
謝
罪
と

和
解
を
求
め
る
と
き

で
し
た
。
次
の
10
年

間
は
主
に
青
年
た
ち

の
交
流
、
そ
し
て
韓

国
の
社
会
宣
教
の
働

き
か
ら
の
学
び
が
中

心
と
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
大
韓
聖
公
会

か
ら
の
宣
教
協
働
者

を
受
け
入
れ
る
こ
と

◎
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

主
教
、
福
音
伝
道
が

神
の
民
に
と
っ
て
最

重
要
と
語
る

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
第
105
代

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主

教
は
、「
福
音
伝
道

は
教
会
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
手

段
で
は
な
く
、
神
の
民
と
し
て
の

最
も
中
心
的
な
活
動
で
あ
る
」
と

語
っ
た
。
そ
の
理
由
を
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
が
種
ま
き
に
出
か
け
、

集
め
、
救
い
に
導
く
こ
と
で
ご
自

身
を
現
さ
れ
た
神
を
わ
た
し
達
は

崇
め
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
福
音
伝
道
を
行
う
こ
と
で
キ
リ

ス
ト
が
行
っ
た
と
同
じ
神
の
ご
性

質
を
反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
主
教
は
、

わ
た
し
達
が
行
っ
て
い
る
福
音
伝

道
と
は
、
一
部
の
人
間
だ
け
の
活

動
で
は
な
く
キ
リ
ス
ト
者
全
員
の

営
み
で
あ
る
。
何
故
な
ら
福
音
伝

道
が
神
の
民
で
あ
る
こ
と
の
絶
対

的
基
盤
で
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
た
。

こ
の
説
教
は
、
ロ
ン
ド
ン
中
央
で

開
催
さ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
・
ア
ー
ミ

ー
の
年
次
総
会
に
お
い
て
、
英
国

や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
集
ま
っ
た

宣
教
師
達
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
チ
ャ
ー
チ
・
ア
ー
ミ
ー
と
は

１
８
８
２
年
に
英
国
教
会
執
事
で

あ
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
カ
ー
ラ
イ

ル
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
宣
教
団

体
で
、
現
在
は
ア
ン
グ
リ
カ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
様
々
な
機
関
で
活

動
し
て
い
る
。

(A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service: N

ovem
ber 

24th, 2014)

◎
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
と
ユ
ダ

ヤ
教
ラ
ビ
が
共
同
書
簡
を
提
出

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン・ウ
ェ
ル
ビ
ー・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
指
導
者
で
あ
る
主
任
ラ
ビ
の

エ
フ
ラ
イ
ム
・
ミ
ル
ビ
ル
師
、
シ

ャ
ユ
ク
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
モ
ル
ガ

師
と
共
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
ナ

ゴ
ー
グ
で
勃
発
し
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ

襲
撃
事
件
を
非
難
す
る
共
同
書
簡

を
作
成
し
、
そ
の
書
簡
が
英
国
の

新
聞
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
掲
載
さ
れ

た
。
以
下
は
、
そ
の
書
簡
で
あ
る
。

「
今
週
の
朝
の
祈
り
の
時
間
に

エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
起

こ
さ
れ
た
、
恐
ろ
し
く
残
忍
な
殺

人
は
痛
烈
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
祈
り
の
家
で
の
凶
行

は
、
信
仰
と
は
真
逆
の
神
聖
へ
の

冒
涜
で
あ
る
と
我
々
は
理
解
す
る
。

こ
の
よ
う
な
攻
撃
は
、
宗
教
の
名

世界の窓世界の窓

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）

日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
30
周
年
記
念
大
会
に
参
加
し
て

司
祭
　施
洗
者
ヨ
ハ
ネ
　山
本
　眞

写真提供：管区事務所・矢萩新一総主事
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原
発
問
題
に
つ
い
て
の 

Ｑ
＆
Ａ

日
本
聖
公
会
・
原
発
と
放
射
能
に
関
す
る
特
別
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特別寄稿

9

今
や
電
気
な
し
に
は
わ
た
し
た

ち
の
生
活
（
医
療
、
介
護
含
め
）

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
は
原
発
に
よ
っ
て
命
が
守
ら
れ

て
き
た
面
が
あ
り
、
ま
た
脅
か
さ

れ
て
き
た
と
い
う
矛
盾
し
た
両
面

の
ま
っ
た
だ
中
に
生
き
て
い
ま

す
。
３
・
11
以
降
も
は
や
原
発
に

頼
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
多
く

の
人
々
が
思
い
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
河
川
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
巨
大
ダ
ム
が
無
理
で

も
中
・
小
規
模
水
力
発
電
）、
風

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
低
周
波
障
害
を

防
ぐ
海
上
な
ど
）、
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
波
、
潮
汐
、
海
流
、
海
水

の
温
度
差
に
よ
る
も
の
）、
太
陽

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
温
水
器
、
太
陽

光
発
電
）、地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
温

泉
発
電
）、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
薪
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
家

畜
の
糞
尿
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
つ

く
る
）
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
技
術
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
だ
大
口
需
要
に
対
す
る
一
括
供

給
に
は
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
弊
害
が
あ
っ
た
中
央
集
権

の
巨
大
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
日
本
各

地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
地
域
の

住
民
、
中
小
企
業
の
手
に
渡
す
シ

ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
が
地
域
経
済

の
発
展
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
日
本
周
辺
海
域
に
資

源
と
し
て
存
在
す
る
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
か
ら
天
然
ガ
ス
を
生
産

す
る
研
究
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
詳
し
い

広
瀬
隆
さ
ん
は
原
発
の
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
天
然
ガ
ス
・
コ
ン

バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
（
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
等
を
使
っ
て
発
電
し
、
更
に

排
気
ガ
ス
等
か
ら
の
排
熱
を
利
用

【
９
】
電
力
不
足
と

　
　
　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
も
と
に
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い

る
暴
力
の
ひ
と
つ
の
例
に
過
ぎ
な

い
が
、
放
置
す
れ
ば
宗
教
の
自
由

は
奪
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し

達
は
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
、
こ

の
よ
う
な
攻
撃
を
と
が
め
る
全
て

の
伝
統
的
信
者
達
に
、
宗
教
的
動

機
で
勃
発
す
る
暴
力
の
終
止
符
を

訴
え
る
も
の
で
あ
る
。」

(A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service: N

ovem
ber 

24th, 2014)

司
祭　
ヤ
コ
ブ　
松
平　
功

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
・
桃
山

学
院
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

し
て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発

電
）
を
導
入
す
る
べ
き
と
し
て
い

ま
す
。
当
面
火
力
発
電
を
す
べ
て

動
か
せ
ば
足
り
る
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
電
気
の

浪
費
を
な
く
す
と
共
に
、「
原
発

の
な
い
世
界
」
を
目
指
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
神
様
が

造
ら
れ
、
よ
し
と
さ
れ
た
こ
の
地

球
を
、
人
間
の
手
で
滅
ぼ
し
て
は

な
ら
な
い
と
誰
も
が
考
え
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
何
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

い
の
ち
に
直
結
す
る
問
題
に
果
敢

に
働
か
れ
た
主
イ
エ
ス
の
生
き
方

に
な
ら
い
、
答
え
を
見
出
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

監
修
・
河
田
昌
東

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

救
援
・
中
部
理
事
）

11
月
24
日
に
行
わ
れ
た
大
阪

教
区
第
113
（
定
期
）
教
区
会
に
お

い
て
、「
大
阪
教
区
と
京
都
教
区

の
合
併
を
推
進
す
る
委
員
会
」
の

中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
委
員
会
は
昨
年
の
定
期
教
区
会

に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
委
員
会
で
す
。
京
都
教
区

の
教
区
会
で
も
、
同
文
の
中
間
報

告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
教
区
会
で
は
、
最
終
報

告
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
過
程

で
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
え
ら

れ
れ
ば
、
同
時
に
合
併
決
議
案
が

両
教
区
教
区
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
準
備
委
員
会
（
仮
称
）

が
設
置
さ
れ
、
極
め
て
具
体
的
・

実
務
的
な
準
備
作
業
に
入
り
ま
す
。

そ
し
て
２
０
１
６
年
の
日
本
聖
公

会
総
会
（
管
区
総
会
）
で
両
教
区

の
合
併
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採

択
さ
れ
れ
ば
、
２
０
１
７
年
の
４

月
に
新
教
区
が
発
足
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
教
区
は
、
管
理

主
教
の
下
で
合
同
教
区
会
を
開
催

し
、
そ
こ
で
、
主
教
の
選
挙
、
常

置
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

以
上
が
最
速
の
場
合
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
に
、
説
明
会
・
懇
談
会
な
ど
を

積
み
重
ね
、
教
区
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
準
備
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
も
っ
と
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

合
併
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
教

区
は
、
南
は
和
歌
山
か
ら
北
は
福

井
、
石
川
、
富
山
の
各
県
、
東
は

三
重
県
を
含
む
大
き
な
地
域
を
含

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

司
祭
　ペ
テ
ロ
　岩
城
　聰

教
区
会
で
の 

大
阪・京
都
合
併
推
進
委
員
会
中
間
報
告 

に
つ
い
て
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澄
み
き
っ
た
晩
秋
の
青
空
と
、

美
し
く
色
づ
い
た
紅
葉
に
包
ま
れ

た
11
月
22
日（
土
）、
大
阪
教
区
に

連
な
る
18
歳
以
上
の
青
年
た
ち
の

集
会
Ｇ
ル
ー
プ
が
、
石
橋
聖
ト
マ

ス
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
役
者
の

絶
対
数
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
よ
り
大
き
な
教
役
者

団
が
生
ま
れ
ま
す
の
で
、
柔
軟
な

人
事
配
置
が
可
能
に
な
り
、礼
拝・

宣
教
に
お
け
る
多
様
性
が
よ
り
豊

か
に
な
り
、
新
し
い
風
が
各
教
会

に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
地
域
や
鉄
道
の
沿
線

に
お
け
る
宣
教
協
働
が
促
進
さ
れ
、

活
発
な
宣
教
活
動
を
行
う
条
件
が

出
来
ま
す
。
組
織
的
に
は
協
働
に

よ
っ
て
ス
リ
ム
に
な
り
、
財
政
的

な
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、中
間
報
告
の
骨
子
は「
概

ね
の
枠
組
み
」
と
い
う
項
目
の
中

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
宗
教
法
人　
両
教
区
を
解
散
し

て
新
た
に
法
人
を
立
ち
上
げ
る
方

法
と
、
ど
ち
ら
か
の
法
人
に
吸
収

合
併
す
る
方
法
が
あ
る
。
現
在
、

文
化
庁
担
当
者
に
、
ど
ち
ら
の
方

が
妥
当
で
あ
る
か
指
示
を
仰
い
で

い
る
。

〇
主
教
座
聖
堂　
川
口
基
督
教
会

と
す
る
。
京
都
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会

は
「
第
二
主
教
座
聖
堂
」（
仮
称
）

と
し
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
の

入
学
礼
拝
等
は
、
聖
ア
グ
ネ
ス
教

会
を
使
用
。

〇
教
区
事
務
所　
主
た
る
事
務
所

は
大
阪
に
置
く
。
従
た
る
事
務
所

を
現
在
の
京
都
教
区
教
務
所
に
暫

定
的
に
置
く
２
箇
所
案
を
採
用

（
従
た
る
事
務
所
は
納
骨
堂
経
営

の
関
係
上
、
他
の
教
会
に
も
置
か

れ
る
）。

特
別
財
産
運
営
会
計
は
京
都
、

そ
の
他
は
大
阪
等
、
具
体
的
な
分

担
は
合
併
後
の
総
務
局
に
委
ね
る
。

京
都
教
区
セ
ン
タ
ー
は
、
研
修

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
し
て
積
極
的
に

活
用
す
る
。

主
た
る
教
区
事
務
所
、
主
教
邸

に
つ
い
て
は
２
つ
の
案
が
あ
る
。

他
の
可
能
性
も
引
き
続
き
検
討
す

る
。

①
川
口
基
督
教
会
案　
牧
師
館
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
事
務
所
と
す

る
。
主
教
邸
、
牧
師
館
は
近
隣
の

マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
。
阿
倍
野
の

現
大
阪
教
区
事
務
所
、
主
教
邸
の

土
地
を
売
却
し
て
、
改
装
お
よ
び

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
資
金
に
充
て
る
。

問
題
点
：
駐
車
場
が
狭
い
。
交

通
の
便
が
あ
ま
り
良
く
な
い
。
主

教
執
務
室
が
若
干
手
狭
。

②
阿
倍
野
案　
現
状
の
事
務
所
、

主
教
邸
を
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
。

（
数
億
円
）

問
題
点
：
阿
倍
野
の
土
地
売
却

（
約
１
億
７
２
０
０
万
円
）
が
で

き
な
い
た
め
資
金
の
調
達
に
困
難

が
あ
る
。

〇
補
佐
主
教　
補
佐
主
教
を
置
く

場
合
、
財
政
的
に
は
負
担
増
と
な

る
が
、
関
係
学
校
の
学
院
長
等
の

任
に
就
く
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
補
佐
主
教
を

置
く
置
か
な
い
は
、
合
併
教
区
発

足
後
の
主
教
と
常
置
委
員
会
の
判

断
に
よ
る
。
当
委
員
会
と
し
て
は

可
能
性
の
み
を
指
摘
し
て
お
く
。

〇
組
織
編
制　
京
都
教
区
が
採
用

し
て
い
る
総
務
局
、
宣
教
局
、
財

政
局
の
３
局
体
制
と
す
る
。

〇
財
務
関
係　
合
併
実
現
時
に
直

面
す
る
で
あ
ろ
う
財
政
上
の
諸
問

題
を
個
別
に
検
討
。

・
教
役
者
給
与･

退
職
金
規
定
等

　

大
阪
教
区
の
給
与
基
準
へ
の
統

合
を
検
討

・
会
計
士
・
弁
護
士

　

縁
故
関
係
の
な
い
第
三
者
の
会

計
士
及
び
弁
護
士
と
契
約

・
特
別
財
産
運
営
会
計
（
京
都
）

　

存
続
さ
せ
る
も
事
業
の
今
後
の

展
開
次
第
と
す
る

財
務
関
係
の
作
業
部
会
で
は
、

合
併
に
よ
る
経
常
会
計
の
合
理
化
、

メ
ン
バ
ー
削
減
に
よ
る
会
議
交
通

費
の
節
減
等
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
各
委
員
会
と
そ
の
活
動

の
統
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
案
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
教
座
聖
堂

を
川
口
基
督
教
会
と
す
る
案
に
つ

い
て
は
、
当
然
な
が
ら
京
都
聖
ア

グ
ネ
ス
教
会
（
現
在
の
京
都
教
区

主
教
座
聖
堂
）
の
み
な
さ
ん
に
は

抵
抗
感
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
聖
公
会
の
関
西
に
お
け
る

宣
教
が
川
口
居
留
地
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
や
、
教
会

の
機
能
・
規
模
な
ど
か
ら
、
大
阪

教
区
主
教
座
聖
堂
で
あ
る
川
口
基

督
教
会
が
適
切
で
あ
る
と
、
推
進

委
員
会
で
は
議
論
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
主
が
こ
の
計
画
を
祝

福
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、

わ
た
し
た
ち
が
こ
の
こ
と
を
一
つ

の
跳
躍
台
に
し
て
、
主
教
宣
教
の

み
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
に

し
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
。

（
い
わ
き　
あ
き
ら
・
大
阪
教
区

と
京
都
教
区
の
合
併
を
推
進
す

る
委
員
会　
大
阪
側
委
員
長
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

入
れ
替
わ
り
で
７
人
の
参
加
者

と
ス
タ
ッ
フ
・
神
学
生
が
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
、

話
し
合
い
や
窯
で
の
調
理
、
テ
ゼ

の
祈
り
と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
２

０
１
４
年
の
３
月
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
活
動
内
容
を
模
索
し
続
け

て
き
た
Ｇ
ル
ー
プ
の
、
２
０
１
５

年
の
活
動
に
向
け
て
の
キ
ッ
ク
・

オ
フ
と
し
て
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
「
渇
き
」
は
何
な

の
か
、
共
に
考
え
る
こ
と
か
ら
一

日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
Ｇ
ル
ー
プ
は
、
誰
か
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
が
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
に

聖
職
候
補
生
　フ
ラ
ン
チ
ェス
コ
　成
岡
宏
晃

Ｇ
ル
ー
プ
集
合
！

│ 

仕
え
る
つ
な
が
り
を
目
指
し
て 

│
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で
き
る
こ
と
を
探
し
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
と
連
帯
し
て
い
こ
う
」

─
こ
れ
は
、
青
年
た
ち
の
話
し
合

い
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
言
葉

で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
「
Ｇ
ル
ー

プ
」
と
い
う
名
称
に
込
め
ら
れ
た

す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

神
さ
ま（G

od

）に
よ
っ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
が
、
良
き

（G
ood

）
働
き
や
出
会
い
を
通

し
て
、
福
音
（G

ospel

）
を
分

か
ち
合
い
、そ
の
恵
み
（G

race

）

に
よ
っ
て
、
神
さ
ま
の
栄
光

（G
lory

）
を
実
現
さ
せ
る
。
そ

の
た
め
に
青
年
は
、
集
め
ら
れ

日本聖公会 青年グループ　U26 企画日本聖公会 青年グループ　U26 企画

第 4 回
U26 全国集会

第 4 回
U26 全国集会

( ゆーじろー )

U26 集会および U26 の活動全般に関する
お問い合わせはこちらへお願いします。

nskk.u26@gmail .com （U26 運営委員会メールアドレス）

聖書研究、プチ運動会、みことばの礼拝
コンプリン（就寝前の祈り）　など

2015年2月20日（金）14:30（現地集合） 

～ 22日（日）11:00 （解散予定）

市川市少年自然の家

内容：

日時：

場所：

※また、今回は同会場で青年担当者会も行われます。

〒272-0801
千葉県市川市大町 280 番 4 号

1988 年 4 月～1997 年 3 月生まれの青年
20,000 円
部分参加の場合、参加費が異なりますのでお問
い合わせください。一部交通費の補助を致します。

対象年齢：

参加費：

（G
athering

）、
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
の
で
す
。

Ｇ
ル
ー
プ
の
「
渇
き
」
は
、「
教

会
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
」
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
同
時
に
、
教
区
・
教

会
の
「
渇
き
」
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｇ
ル
ー
プ
が
、
自
分
た
ち
な
り

の
明
確
な
神
さ
ま
へ
の
信
頼
を
求

め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
祈
り
の

う
ち
に
、
Ｇ
ル
ー
プ
の
主
体
性
の

も
と
で
、
こ
の
「
渇
き
」
と
向
き

合
え
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
な
る
お
か　
ひ
ろ
あ
き
・
東
豊

中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
勤
務
）

＊
新
主
教
就
任
式
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

＊
こ
れ
か
ら
の
教
区
事
務
所
体
制

に
つ
い
て

小
池
義
郎
氏（
芦
屋
聖
マ
ル
コ
）

が
教
区
事
務
所
主
事
の
就
任
を
了

承
。
２
０
１
４
年
12
月
よ
り

常
置
委
員
会
報
告

10
月
17
日（
第
13
回
定
例
）

Ⅰ
．
主
教
報
告

＊
大
阪
教
区
主
教
按
手
式
・
就
任

式
２
０
１
５
年
４
月
18
日
（
土
）

主
教
座
聖
堂
【
川
口
】

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
成
岡
宏
晃
聖
職
候
補
生
の
執
事

志
願
に
つ
い
て

＊
尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
牧
師
館

建
設
計
画
と
借
入
申
し
入
れ
に
つ

い
て
。

11
月
10
日（
第
14
回
定
例
）

Ⅰ
．
協
議
事
項

○
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会

　
ジ
ョ
イ 

畑は
た
野の

こ
こ
ろ

（
10
月
26
日
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会山や

ま
口ぐ
ち
真ま

理り

子こ

（
8
月
19
日
・
96
歳
）

　
ヨ
ハ
ン
ナ 

鈴す
ず
木き　
高た
か
子こ

（
11
月
17
日
・
85
歳
）

○
大
阪
聖
愛
教
会

薮や
ぶ
本も
と　
　
博
ひ
ろ
し

（
10
月
30
日
・
80
歳
）

　
ユ
ニ
ケ 

谷た
に
村む
ら　
直な
お
子こ

（
11
月
24
日
・
77
歳
）

○
大
阪
聖
三
一
教
会

今い
ま
川が
わ　
　
徹
と
お
る

（
11
月
24
日
・
77
歳
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す
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教
会
・
施
設
の
動
き

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式

◇ 1 月14 日（水）10：30 〜
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　司祭　ペテロ　岩城　聰
  １日　宣教師　ヘンリー・ラニング（1917  米）
　　　司　祭　デイビッド・マーシャル・ラング（1946  英）
　　　司　祭　ウイリアム・ロイストン・グレイ（1950  英）
  ３日　主　教　ウイリアム・オードリー（1910  英）
　　　司　祭　河

か わ い
合　尭

ぎょう
三
ぞう

（1939）
１２日　司　祭　ヨセフ　側

そば
垣
がき

　基
もと

雄
お

（1965）
　　　司　祭　ギデオン　小

お
川
がわ

　博
ひろ

司
し

（2002）
１３日　伝道師　三

み
木
き

　八
や

十
そ

五
ご

郎
ろう

（1918）
１５日　司　祭　パーシー ･A･ スミス（1960  米）
　　　司　祭　寺

てら
本
もと

　房
ふさ

吉
きち

（1960）
１９日　司　祭　ペテロ　宇

う
野
の

　秀
ひで

太
た

郎
ろう

（1944）
　　　主　教　アーサー ･リー（1958  英）
　　　伝道師　今

いま
泉
いずみ

　頴
えい

子
こ

（1970）
２０日　司　祭　ヒカル　柳

やなぎ
原
はら

　光
ひかる

（1994）
２１日　司　祭　久

ひさ
永
なが

　光
みつ

雄
お

（1937）
２２日　主　教　ペテロ　松

まつ
本
もと

　寛
かん

一
いち

（1980）
２５日　執　事　卜

うら
部
べ

　徳
とく

太
た

郎
ろう

（1933）
２7日　司　祭　サムエル　久

く
保
ぼ

　道
みち

則
のり

（2011）
３０日　執　事　バルナバ　寺

てら
沢
さわ

　久
ひさ

吉
きち

（1945）
  ？日　司　祭　山

やま
下
した

　有
あり

任
とう

（1903）

◇ 2 月11 日（水／休）10：30 〜
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　主教　サムエル　大西　修
  １日　宣教師　エルザ ･M･ キーン（1949  英）
  ３日　司　祭　トマス　佐

さ
藤
とう

　時
とき

雄
お

（1989）
  ５日　司　祭　バークレー・フォーウェル・バクストン（1946  英）
  ８日　宣教師　フランシス・エドワード・ハモンド（1932  英）
１０日　司　祭　祖

そ
山
やま

　達
たつ

三
ぞう

（1941）
　　　司　祭　皆

みな
川
がわ

　晃
あき

雄
お

（1952）
　　　宣教師　フローレンス・マリアン・ファジル（1956  英）
１３日　伝道師　マリア　奥

おく
田
だ

　ヤス子
こ

（1949）
１４日　司　祭　J･ ハミルトン・クィンビー（1882  米）
１６日　司　祭　ステパノ　久

く
保
ぼ

　登
と

知
ち

雄
お

（1981）
１７日　司　祭　ジョージ・ヘンリー・ポール 1929  英）
１９日　伝道師　小

お
橋
ばし

　かつえ（1964）
２０日　司　祭　ヨセフ　松

まつ
岡
おか

　安
やす

立
たつ

（1972）

＊ 教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前 10 時 30
分から、主教座聖堂（川口基督教会）で行われます。ご関
係の有無にかかわらず、どうぞ自由にご参加ください。

大
阪
聖
愛
教
会

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を

11
月
初
旬
に
完
了
し
ま
し
た
。
既

に
数
人
の
信
徒
に
よ
り
献
げ
ら
れ

て
い
た
指
定
献
金
を
弾
み
に
し
て
、

教
会
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
決

め
、
更
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
献
金
を

募
っ
て
設
置
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

大
阪
聖
三
一
教
会

○
「
平
和
朗
読
会
」
開
催
。
８
月

31
日
（
日
）
教
会
学
校
主
催
の
平

和
朗
読
会
を
行
い
ま
し
た
。
原
爆

の
事
を
子
供
た
ち
と
考
え
よ
う
と

始
め
た
こ
の
会
も
７
回
目
に
な
り
、

平
和
を
考
え
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
沖
縄
の
小
学
生
が
書
い

た
「
平
和
っ
て
い
い
な
」
の
朗
読
、

子
供
た
ち
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
に
選

ん
だ
、
ま
ど
み
ち
お
さ
ん
の
詩
を

読
み
、
小
さ
い
子
供
も
一
緒
に
ま

ど
さ
ん
作
詞
の
「
ぞ
う
さ
ん
」
を

う
た
い
ま
し
た
。
各
世
代
が
参
加

し
読
み
繋
い
だ
レ
イ
モ
ン
ド
・
ブ

リ
ッ
グ
ズ
作
「
風
が
吹
く
と
き
」

は
読
む
の
も
聞
く
の
も
大
変
で
し

た
が
、
平
和
で
あ
る
事
、
守
る
事

の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
作

で
し
た
。

○
「
秋
の
バ
ザ
ー
」
開
催
。
11
月

３
日
（
月
・
休
）、
恒
例
の
バ
ザ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
聞
折
り

込
み
が
功
を
奏
し
て
、
去
年
の

１
・
５
倍
の
来
会
者
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
方
た
ち
か
ら
の
献
品

も
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
て
、
収
益

の
一
部
５
万
円
を
広
島
土
砂
災
害

の
復
興
支
援
に
献
げ
ま
し
た
。

○
「
ワ
ー
レ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
11
月

30
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
教

会
員
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
ブ
ル
ー

グ
ラ
ス
や
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ

ン
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
お
茶
と
お

菓
子
が
振
舞
わ
れ
、
ご
近
所
の
方

が
素
敵
な
音
色
に
惹
か
れ
て
入
っ

て
こ
ら
れ
た
り
、
通
り
す
が
り
の

人
た
ち
も
立
ち
止
ま
っ
て
耳
を
傾

け
ら
れ
、
晩
秋
の
恒
例
行
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

○
11
月
よ
り
牧
師
館
建
設
及
び
駐

車
場
増
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

○
11
月
15
日
（
土
）
14
時
～
16

時
、
当
教
会
聖
堂
に
て
、
止
揚
学

園
園
長
の
福
井
達
雨
先
生
と
教
職

員
・
西
竹
め
ぐ
み
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、
講
演
会
と
歌
の
集
ま
り
を

し
ま
し
た
。
60
人
ほ
ど
の
出
席
者

と
と
も
に
「
愛
」
を
テ
ー
マ
に
優

し
く
、
力
強
い
お
話
と
歌
を
聴
き
、

心
癒
さ
れ
る
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。


